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＜連絡事項＞
 特記無し。

＜入室状況＞
【入院】
・工藤　孝雄様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

【転出】
・一戸　康昭様～東病棟Dユニット20号室→西病棟Bユニット29号室
・佐々木　理佳様～東病棟Aユニット16号室→西病棟Bユニット26号室

【転入】
・飯岡　未来様～西病棟Bユニット24号室→東病棟合併症室

【ユニット移動】
・太田　末廣様～東病棟Cユニット4号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・飯岡　未来様～西病棟で痙攣発作あり点滴開始、ホリゾン筋注を実施後に東病棟合併症室に転入となっている。小栁Drから頭部CTの結果異常所見はないと報告あり。夜間の発作対策で点滴1本追加でキープするように指示あり。また、内服薬は継続で覚醒状態により服薬困難時はスキップ可の指示あり。

・小林　玲央様～他科受診に行っている。帰院時は内服漏れに関する訴えが聞かれており謝罪している。処方に関しては軟膏のみとなり処方済みの内服薬については飲み切り中止の指示があったとの事。

・長浜　厚子様～今朝まで嘔気嘔吐なかった為、経管栄養開始となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為見られており、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　

・藤井　崇史様～終日隔離中。スタッフ対面時は被害妄想的訴え聞かれず。易怒性もなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放時ホールでも脱衣行為続いており、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
・長根　瞳様～身体拘束中。各拘束部位の異常なし。気分の高まりやスタッフ対面時の不穏興奮無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
大きな指示の変更や処置の追加等はなし。
・木口 柊太郎様～シクレスト朝→夕へ　コントミン減量。

・古積 幸太様～シクレスト朝→夕へ　インチュニブ減量。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　理佳様～西病棟へ転出。

・三浦　華菜様～西病棟見学、転出進めていくようにと。転出後退院調整の指示。

・室館 清子様～家族が五戸総合病院への転院を希望した為、主治医に紹介状を作成して頂いている。それに伴い市内での皮膚科の他科受診は不要となる。

・小川 光子様～オランザピン増量。退院支援進めるようにと。

・小林 玲央様～退院調整進めるようにと。

・杉本 ヨシヱ様～すみやかに退院調整進めるようにと。

・松本 文男様～退院調整進めるようにと。

＜田名部Dr診察情報＞
処方変更や追加指示等はなし。
・若沢　理子様～診察時明日から午前午後1時間ずつBユニットで過ごすようにとの指示有り。

・柳町　聡美様～主治医診察後、主治医、母様、病棟Ns1名、宇津木澤PSWにて主治医面談実施。
主治医より入院から現在までの経過、現在は症状が改善されている事を母様へ説明し納得されている様子。過去に内服薬を一時期飲んでいない時期があり、それも今回の症状出現の原因でもある為、内服薬は必ず内服させるようにと主治医より母様へ伝えている。母様と相談の上5/20（水）10:00自宅退院との予定となる。退院予定前日5/19（火）主治医来棟し、本人の状態を確認。状態が変わらず落ち着いていれば予定通り退院で良いとのこと。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年5月14日　10:47
　氏　　名：工藤　孝雄（くどう　たかお）様
　生年月日：昭和26年12月11日(74歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：髙橋Dr
　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　　アルツハイマー型認知症の診断でむらかみ脳神経クリニックにて
　外来通院治療を受けていた。R8年4月18日に呂律不良あり、八戸市立
　市民病院へ救急搬送され入院。ベンゾジアゼピン中毒として治療を
　開始。むらかみ脳神経クリニックでは不眠等に対して薬剤調整中で
　あったよう。治療の為に薬を中止したところ、不眠や易怒性、ケア
　や服薬の拒否、拒絶などあり。夜間はベルトを使用して対応してい
　る。歩行は概ね自立しているが、ふらつきある為常時付き添って見
　守りが必要な状態である。主介護者の妻も疲弊していることもあり、
　上記症状では自宅退院が難しい状況である為、専門治療、症状改善、
　環境調整にて当院へ転入院依頼あり。
　　上記経過により東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

